
 

 

日 本 証 券 業 協 会 
会       長   殿 

                 

株式交換による株式会社インフォキ

株式交換により株式会社インフォキャストを完
取締役会において下記のとおり決議し、平成１２年
たします。 
 

 
１． 株式交換により発行する新株式数 

 
（修正前）２２４．１ 株 
 
（修正後）１７７．６６株 

 
 
２． 株式交換後の連結業績見通し（二重下線部分
 
（修正前） 
当社では、インターネット業界の歴史
り、従前より業績見通しを発表しており
を行ってまいりました。 
今後におきましても、引き続き業績見
ます。 
なお、本件株式交換による連結業績へ
間均等償却を予定※）が主なものであり
す。 
※「株式交換及び株式移転制度を利用して完全親子関

日本公認会計士協会）について、当社の決算期であ

結調整勘定の額は約970百万円となる見込みです。
 
 

（修正後） 
当社では、インターネット業界の歴史
り、従前より業績見通しを発表しており
を行ってまいりました。 
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ャストの完全子会社化に関する修正のお知らせ 

 
全子会社化することに関し、平成１２年９月２２日開催の当社
７月２４日付け開示内容に修正が生じましたのでお知らせい

記 

を修正） 

が浅いこと及び環境の変化が激しいことなどの理由によ
ません。そのため業績見通しに代えて四半期決算の開示

通しに代えて四半期決算の速やかな開示を行ってまいり

の影響は、連結調整勘定の償却（約 154 百万円の 10 年
、売上及び利益についての影響は限定的になる見通しで

係を創設する場合の資本連結手続（公開草案）」（平成 12年 4月 18日、
る平成 12年 12月までに草案通りに正式制度導入された場合、当社の連
 

が浅いこと及び環境の変化が激しいことなどの理由によ
ません。そのため業績見通しに代えて四半期決算の開示



 

 

今後におきましても、引き続き業績見通しに代えて四半期決算の速やかな開示を行ってまいり
ます。 
なお、本件株式交換による連結業績への影響は、連結調整勘定の償却（約 628百万円相当※）
が主なものであり、売上及び利益についての影響は限定的になる見通しです。 
※「株式交換及び株式移転制度を利用して完全親子会社関係を創設する場合の資本連結手続」（平成12年8月31日、日本公認
会計士協会 会計制度委員会研究報告第６号）に基づき算定すると、当社の連結調整勘定の額は約 628 百万円となる見込み
です。 
 

 

以    上 
 
 

 


